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日
導
言

。
彌
勒
・
白
蓮
雨
教
の
關
係

匂
宋
元
時
代
の
紅
巾
軍
と
紅
巾
の
意
義

（
以
上
、
第
二
十
四
韓
所
載
）

⑧
元
末
紅
巾
教
匪
の
種
別
と
活
動
の
情
勢

（
以
上
、
史
淵
第
二
十
六
幟
所
載
）

③
明
太
祀
の
出
身
と
そ
の
人
物
・
政
略

オ
ー
タ
ン
テ
イ
シ
テ

側
明
初
史
料
の
碓
黄
性

助
明
祀
の
人
物
と
政
策

(b) 宋
元
時
代
の
紅
巾
軍
と
元
末
の
彌
勒
・

白
蓮
教
匪
に
就
い
て
（
中
）

宋
元
時
代
の
紅
巾
単
と
元
末
の
彌
勒
・
白
蓮
教
匪
に
就
い
て
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１
１

脈
耶
の
繩
別
・
由
来
ざ
そ
の
活
動
の
怖
勢
竝
に
淌
憂
等
に
開
す
る
諸
域
目
を
救
べ
て
併
時
の
革
命
動
乱
の
根
源
を
究
明
し
よ
う
。

元
明
時
代
の
正
史
・
寅
錘
琶
始
め
、
各
稚
の
史
料
に
擦
っ
て
見
る
時
は
元
末
各
地
に
謡
起
し
た
紅
巾
教
匪
の
諏
別
は
可
な
り
多
數
に
上

ぽ
っ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
今
假
に
樅
杢

エ
イ
’

㈹
頴
上
軍
（
杜
通
道
、
劉
耐
通
等
）

今
假
に
樅
術

余
は
本
誌
節
二
十
四
卿
に
於
て
、
元
末
の
蠅
勒
・
内
通
叩
教
の
關
係
を
説
く
Ｅ
共
に
宋
元
倣
時
の
紅
巾
軍
琶
稀
す
る
諺
の
注
必
ず
し
も

之
等
雨
教
さ
本
便
的
な
開
係
争
笹
有
す
る
も
の
で
な
い
ご
い
ふ
事
変
を
立
誰
し
た
が
本
誌
に
於
て
は
元
末
發
飢
併
時
に
於
け
る
之
等
紅
巾
教

宋
元
畔
代
の
紅
巾
単
と
元
末
の
彌
勒
・
白
蓮
敦
匪
に
就
い
て

㈲
大
明
図
號
の
由
来

㈲
元
末
教
匪
乱
の
諸
原
凶

的
結
術

（
以
上
次
韓
所
出
）

(四）

元
末
紅
巾
教
匪
の
種
別
ご
種
別
ご
活
動
の
情
勢

の
庚
巾
外
史
の
列
畢
す
る
鹿
に
擦
る
ざ
、

１
口
’
’
１
１
，
１
日
Ｉ
Ｉ
Ｄ
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ｌ
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な
ぎ
が
其
の
主
な
る
も
の
Ｅ
な
っ
て
ゐ
る
。
併
な
が
ら
備
時
の
確
賓
な
る
史
料
の
記
述
す
る
嘘
を
精
細
に
比
較
考
察
す
る
時
は
之
等
諸
多

ラ
ン

の
紅
軍
は
大
鰡
に
於
て
、
江
舸
衰
州
（
宜
非
）
の
妖
術
彰
和
尚
（
名
、
豊
玉
）
の
彌
勒
教
系
ご
河
北
趙
州
蕊
城
の
韓
山
童
（
純
學
究
）
等

の
、
韮
教
系
ど
の
一
天
系
統
に
分
紋
す
る
こ
こ
が
出
来
る
。
前
薪
は
徐
悲
郷
・
郡
轆
Ⅲ
勝
等
の
軸
黄
派
の
紅
巾
教
匪
さ
し
て
發
展
し
、
後
考

は
劉
洲
迦
・
社
通
道
等
の
汝
頴
（
顕
上
）
派
及
び
之
に
郷
雌
合
流
せ
る
一
聯
の
芥
軍
（
紅
巾
軍
）
ざ
し
て
發
展
し
、
而
も
之
等
の
二
大
系

統
の
紅
車
は
發
飢
常
初
に
は
机
互
に
氣
脈
を
通
じ
竹
尾
祁
郷
雁
し
て
活
耀
を
綾
け
た
や
う
で
あ
る
。
而
し
て
芝
肺
李
の
徐
准
収
（
豊
祁
軍
）

や
毛
小
以
・
田
豊
等
の
山
東
軍
、
布
王
二
一
・
荒
海
鵬
等
の
南
北
祁
鎖
軍
（
湘
漢
準
）
、
郭
子
興
等
の
准
南
軍
な
ぎ
は
い
づ
れ
も
之
等
叩
系
統

Ｊ

中
の
一
分
派
、
一
枝
隊
に
過
ぎ
な
か
つ
に
や
う
で
あ
る
。

今
試
に
俄
時
の
紅
巾
教
匪
の
諏
別
を
表
示
す
る
ざ
大
要
下
の
如
く
に
な
る
で
あ
ら
う
。

准

朱

(3) （2）(5) (4)(6)7）
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豊田

毛

徐

宋
元
昨
代
の
紅
巾
亜
と
元
末
の
彌
勒
・
白
蓮
救
匪
に
就
い
て

等
）

海
馬
の
南
北
餓
軍
）１

毒
輝
等
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元
嘩
等
）
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耳

、

表随一巾紅
1

1 宋
元
時
代
の
紅
巾
耶
と
元
末
の
蝿
勒
・
内
韮
数
帷
に
就
い
て

○
○
○
○
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江汲天。
汲 完･
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徐
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脚
当

｜ ’

屯

蝿
勒
敏
系
（
趙
丑
斯
・
郭
華
陣
朧
・
胡
椛
・
彰
錨
王
・
周
子
旺
等
）
ｌ
’

品：
教○
系○
へ

韓

某

○

○

韓
へ

単山

さ平
韓

へ

小林

式

ｌ
汝
穎
汲
（
劉
祇
通
・
杜
迩
泄
等
）
１
１
⑤
’
一
Ｗ
蹄
、
癖
浄
一
（
雌
泌
甘
・
四
）

徳

．
（
頴
上
派
）

（
推
南
正
）
’
＠
’
一
Ⅲ
》
士
識
一
（
山
東
軍
）

Ｉ
徐
推
渡
（
芝
朧
李
）
Ⅲ
｜
Ｉ
灘
蠅
ｌ
の
’
一
紬
。
》
・
卿
（
江
誰
率
）

「
〆
６

（
蝦
柿
派
）

（
明
太
祀
）
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此
の
表
中
、
徐
准
派
の
芝
麻
李
さ
韓
家
の
白
蓮
教
含
と
の
關
係
が
梢
凌
鮮
明
一
笹
峡
い
て
ゐ
る
が
、
余
は
、
庚
巾
外
史
の
記
事
に
、

至
正
十
一
年
五
月
頴
川
紅
軍
起
．
號
爲
二
香
軍
聖
蓋
以
三
焼
香
鯉
聴
勒
一
得
し
名
也
。
共
始
出
迩
州
深
城
韓
學
究
家
聿
已
而
河
進
斐
陳

一
今

之
民
。
念
然
從
し
之
。
故
荊
ｐ
漢
・
許
・
汝
・
山
東
・
砦
・
祁
坪
必
呼
泄
淳
趣
岬
し
毒
。

ご
あ
る
文
面
か
ら
推
測
し
て
姑
く
之
産
韓
家
の
白
韮
教
系
統
下
に
入
れ
に
。
次
に
郭
子
典
等
の
准
南
派
の
紅
軍
も
爺
本
の
皇
明
紀
事
録
に

○
○
○
○
○
０
０
０
０
○
○

至
正
十
二
年
正
月
定
遠
縣
窟
蝿
郭
姓
者
。
焼
香
聚
レ
衆
。
稚
二
毫
州
制
節
元
帥
毛
十
一
月
起
二
定
速
縣
↓
（
前
年
？
）
。
二
月
二
十
六
日
。

惜
又
、
明
の
陸
深
は
そ
の
著
平
胡
鋒
に
於
て
蒙
古
帝
國
倒
壊
（
平
胡
）
の
陳
呉
の
役
割
を
減
じ
に
ご
い
ふ
意
味
か
ら
か
、
此
の
番
中
に

於
て
小
明
王
琶
徐
壽
輝
並
に
陳
友
諒
の
三
人
の
傳
記
を
收
鋒
し
て
ゐ
る
．
陳
友
諒
は
徐
毒
輝
旋
下
の
驍
將
で
後
に
は
徐
涛
岬
の
天
完
國
を

Ｉ
椎
倒
し
親
か
ら
之
に
代
っ
て
大
漢
國
奎
笹
建
て
、
詑
鳳
（
小
明
王
）
旗
下
の
呉
王
朱
元
珠
さ
天
下
を
季
ふ
に
人
物
で
あ
る
か
ら
之
を
徐
誇
繩

の
下
に
附
傳
し
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
天
完
（
徐
蒜
郷
）
含
疏
胤
（
小
明
王
）
Ｅ
は
元
朝
什
壊
の
一
天
張
本
で
平
胡
の
主
役
は
此
の
砺
人
で

識
く
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
之
等
が
偶
糞
紅
巾
教
匪
の
二
大
系
統
（
獅
勒
・
白
迩
叩
教
派
）
を
代
表
せ
る
も
の
ど
考
え
ら
る
典
事
は
洵
に

興
味
津
然
た
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
從
て
余
は
以
下
項
を
分
っ
て
一
天
教
匪
軍
の
成
立
並
に
活
耀
の
大
要
を
説
く
こ
直
上
す
る
。

宋
元
時
代
の
紅
巾
乖
と
元
末
の
彌
勒
・
白
蓮
敏
匪
に
就
い
て
、
一
四
一

ご
あ
る
文
這
、
並
に
庚
巾
外
史
に
芝
麻
李
が
發
難
常
時
徐
州
に
擦
っ
て
附
近
各
戦
笹
經
略
奄
有
し
た
地
名
の
中
に
安
豊
・
濠
・
泗
云
糞
Ｅ

、

あ
る
事
笠
に
山
っ
て
姑
く
之
今
笹
徐
惟
派
の
下
に
厨
せ
し
め
た
が
、
芝
肺
李
が
韓
家
の
向
蓮
教
系
に
直
脇
す
る
紅
軍
で
あ
る
ざ
す
る
ご
い
づ

ソ
ゴ

れ
に
し
て
も
准
南
軍
（
郭
子
興
）
は
そ
の
始
め
か
ら
小
明
王
旗
下
の
一
枝
隊
ご
見
て
差
支
は
な
い
の
で
あ
る
。
価
で
上
掲
の
如
き
表
を
作

つ
に
の
で
あ
る
。
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統
上
の
差
別
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

元
末
に
於
け
る
國
家
の
綱
紀
の
艤
弛
や
國
防
力
の
稜
弱
に
作
ふ
て
、
革
命
匪
飢
が
各
地
に
勃
發
し
た
が
、
其
の
先
蛎
と
も
認
む
く
さ
は

元
晋
宗
泰
定
二
年
（
西
紀
一
三
二
五
）
河
南
息
州
（
息
縣
）
の
趣
丑
斯
・
郭
菩
薩
等
の
彌
勒
教
匪
の
叛
乱
で
あ
っ
た
。
之
に
次
い
で
元
順

帝
至
元
三
年
（
西
紀
一
三
壹
七
）
に
は
河
南
陳
州
（
准
陽
縣
）
人
胡
棒
（
名
は
閏
兒
）
の
汝
寧
府
信
陽
州
（
雑
山
縣
）
に
於
け
る
反
起
で
、

こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
常
時
の
史
料
に
擦
る
琶
彌
勒
佛
の
降
來
説
に
附
會
せ
る
も
の
で
、
疑
も
な
く
唐
宋
以
來
の
蠅
勒
教
匪
の
系
統
に
脇
す

る
も
の
で
あ
ら
う
。
之
等
に
踵
い
で
至
元
三
年
（
西
紀
一
三
三
七
）
に
は
臓
東
増
城
縣
（
増
城
）
の
妖
此
朱
光
卿
が
定
光
佛
の
碑
來
降
臨

説
を
燕
り
て
そ
の
熊
石
昆
山
・
錘
大
明
等
ご
供
に
大
飢
を
作
し
た
が
、
史
に
其
翌
四
年
に
は
又
江
西
哀
州
（
宜
非
）
の
妖
僻
彰
螢
王
の
弟

子
周
子
旺
が
そ
の
師
に
煽
動
さ
れ
て
衰
州
に
振
っ
て
彌
勒
教
徒
を
惑
集
し
て
叛
飢
を
起
し
、
自
か
ら
周
王
ご
穂
し
年
號
を
も
改
め
た
。
之

等
諸
教
匪
飢
の
頻
發
に
曲
て
大
元
帝
國
の
内
部
的
崩
壊
の
一
端
が
内
外
に
暴
螺
す
る
に
作
ひ
、
順
帝
至
正
十
一
年
（
西
紀
三
宝
一
）
五

月
河
南
頴
州
の
白
韮
教
徒
劉
而
通
等
の
紅
巾
教
匪
の
勃
發
ご
供
に
、
同
年
八
月
に
は
江
蘇
荊
縣
の
妖
人
芝
麻
李
（
本
名
閏
兒
）
が
徐
州
に

キ

擴
て
叛
族
を
淵
へ
し
、
之
さ
前
後
し
て
同
月
湖
北
の
東
南
境
か
ら
馴
茨
派
の
紅
巾
匪
徐
寿
輝
等
が
動
飢
を
作
し
た
。
此
の
斬
翫
派
の
紅
軍

は
曾
て
順
帝
至
元
四
年
（
西
紀
一
三
三
八
）
江
西
哀
州
（
宜
奔
）
で
叛
起
し
に
周
子
旺
及
び
そ
の
師
彰
螢
玉
（
彰
和
尚
）
等
の
彌
勒
教
匪

を
代
表
せ
る
も
の
で
、
從
て
願
上
か
ら
叩
起
し
た
彼
の
白
蓮
教
主
韓
山
童
の
教
旨
琶
奉
ぜ
る
劉
禰
通
・
杜
通
道
等
の
紅
巾
匪
琶
は
多
少
系

元
史
や
草
木
子
な
ぎ
の
記
事
を
綜
合
し
て
考
え
る
琶
徐
毒
輝
は
本
湖
南
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
平
生
販
布
を
業
こ
し
て
軸
・
蛍
剛
州
の

宋
元
昨
代
の
紅
巾
軍
と
元
末
の
彌
勒
・
白
韮
教
匪
に
就
い
て

Ｂ
彌
勒
教
系
の
紅
軍

一

！
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宋
元
岬
代
の
紅
巾
単
と
元
末
の
蝿
勒
・
白
蓮
致
朧
に
就
い
て
一
四
四

出
に
こ
こ
は
明
か
で
あ
る
ご
共
に
郷
蒋
勝
も
亦
彰
和
尚
の
門
弟
子
で
あ
っ
た
こ
ど
も
亦
疑
の
餘
地
は
な
い
。

以
上
述
べ
に
虚
に
よ
る
己
、
徐
蒜
郷
を
打
恢
さ
す
る
刈
茨
派
の
紅
準
は
、
殆
ざ
其
の
細
参
謀
格
た
る
彰
和
術
琶
、
其
の
門
弟
子
の
郷
菩

勝
（
毒
輝
の
宰
机
）
等
の
彌
勒
教
徒
が
そ
の
中
心
勢
力
を
形
成
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
上
る
意
味
か
ら
云
へ
ぱ
此
の
紅
軍
に
於
け
る
諺

和
尚
の
教
門
上
の
位
世
は
常
然
汝
頴
派
紅
車
に
於
け
る
小
明
王
の
そ
れ
に
匹
敵
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
但
、
周
囲
の
事
怖
や
彰
和
尚

の
仙
人
的
境
辿
な
ざ
か
ら
小
明
王
の
如
く
そ
の
敏
座
州
の
廿
価
こ
し
て
推
戴
さ
る
上
に
至
ら
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。

斯
様
に
斬
黄
派
紅
車
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
彰
和
尚
は
本
名
彰
螢
玉
又
は
彰
翼
（
平
胡
鋒
。
饒
州
志
作
彰
巽
達
）
、
こ
い
ひ
、
彰
肌
師

〆

（
命
本
塁
明
記
事
錐
）
妖
彰
（
草
木
子
）
な
ぎ
の
俗
稲
を
有
っ
た
元
末
紅
巾
教
匪
中
、
蛾
著
名
の
妖
術
で
あ
る
が
、
彼
の
川
自
や
爲
人
に

就
い
て
庚
巾
外
史
は
一
つ
の
興
味
あ
る
逸
話
を
僻
へ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
既
に
前
に
も
述
・
ぺ
た
如
く
元
順
帝
至
元
四
年
（
西
紀
一
三
三
八
）

此
の
諺
和
尚
の
徒
弟
周
子
旺
が
衰
州
に
擴
っ
て
反
乱
を
起
し
た
際
、
和
尚
は
彼
に
教
え
て
寅
年
寅
月
、
寅
日
寅
時
に
同
志
琶
一
鑿
に
叛
起

す
る
こ
ざ
を
勧
め
、
叉
そ
の
徒
を
し
て
、
皆
な
悉
く
背
心
に
佛
字
を
書
し
て
、
之
を
以
て
刀
箭
の
傷
害
を
禁
兇
せ
し
め
、
そ
の
教
徒
五
千
‐

，
す
。

餘
人
を
衆
め
て
叛
乱
を
作
し
た
が
脆
く
も
官
兵
の
爲
め
一
畢
に
し
て
戯
減
さ
れ
て
周
子
旺
や
諺
和
尚
の
妻
佛
母
及
び
そ
の
二
子
天
生
・
地

生
は
檎
斬
せ
ら
れ
、
和
尚
自
身
は
辛
じ
て
危
地
を
脱
し
て
准
四
に
奔
走
、
そ
の
地
の
蛤
家
に
匿
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
余
は
嘗
て
白
韮
教
の
逆
‐

人
が
妻
辮
の
火
宅
僻
で
あ
っ
た
こ
こ
を
説
い
た
こ
こ
が
あ
る
が
、
此
の
灰
巾
外
史
の
文
を
談
む
に
及
ん
で
彰
和
尚
の
脇
す
る
彌
勒
教
の
逆

人
も
亦
之
ご
類
を
Ｍ
じ
く
せ
る
破
戒
の
火
宅
術
で
あ
っ
た
こ
こ
を
知
る
ご
共
に
、
吾
が
閏
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
他
力
易
行
門
や
優
婆
塞
宗
門

の
勃
興
が
如
何
に
か
上
る
宋
元
時
代
の
邪
宗
門
の
影
響
を
受
け
て
ゐ
る
か
を
回
想
し
て
一
段
の
興
味
を
墨
ゆ
る
次
第
で
あ
る
。
閑
話
休
題
。

庚
巾
外
史
は
更
に
彰
和
尚
の
出
身
や
誕
生
の
奇
蹟
な
ぎ
に
つ
い
て
下
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。
乃
、
・
此
の
和
尚
は
元
、
衰
州
慈
化
寺
の
東
の
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以
上
は
彰
和
尚
の
州
自
業
跡
に
つ
い
て
庚
巾
外
史
が
説
く
庭
の
大
要
で
あ
る
が
、
之
等
の
記
録
の
鱒
ふ
る
虚
を
綜
合
し
て
老
一
考
す
る

時
は
如
何
に
常
時
の
蠅
勒
教
匪
の
悲
動
・
間
躍
が
熾
烈
で
あ
り
、
又
河
南
・
安
徽
（
准
閥
）
‐
・
湖
北
・
江
四
（
趙
丑
斯
・
郭
菩
薩
・
胡
棒
・

彰
和
尚
及
其
門
徒
）
等
の
東
南
各
省
の
庇
汎
な
る
地
域
に
亘
っ
て
そ
の
地
盤
を
有
っ
て
ゐ
に
か
ご
い
ふ
事
変
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
〃

徐
毒
繩
を
首
領
さ
せ
る
馴
黄
派
の
紅
巾
匪
車
が
郷
杵
勝
・
肱
杵
勝
・
例
文
俊
等
を
始
め
ご
し
て
陳
友
諒
・
趙
杵
勝
。
明
王
珍
。
荒
海
鵬
．

布
王
三
等
の
統
帥
の
下
に
如
何
に
湖
。
灰
・
江
西
・
安
徽
・
漸
閏
・
四
川
・
雲
南
等
の
各
省
を
佼
掠
攻
略
し
た
か
ご
い
ふ
、
此
の
派
の
軍

事
活
動
に
つ
い
て
は
元
明
の
蛮
鋒
正
史
を
始
め
、
俄
時
の
諸
記
録
に
網
維
詳
述
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
此
虚
に
改
め
て
余
の
継
述
を
必
要
ざ
し

な
い
が
、
唯
盈
至
正
十
一
年
八
月
此
の
徒
が
叛
起
し
斬
水
に
振
っ
て
徐
蒜
岬
を
皇
帝
に
推
戴
し
、
國
を
天
完
、
年
號
を
治
平
ご
孵
し
て
か

ら
、
陛
下
の
驍
荊
陳
友
諒
の
爲
め
に
至
正
二
十
年
五
月
、
徐
毒
郷
が
秋
宴
さ
る
上
ま
で
大
約
十
年
間
、
前
記
長
江
流
域
の
庇
汎
な
る
沃
土

宋
元
時
代
の
紅
巾
軍
と
元
末
の
粥
勒
・
白
蓮
教
匪
に
就
い
て
一
四
五

一
庄
村
の
民
家
の
子
で
あ
っ
た
が
、
一
夕
大
雪
の
際
、
慈
化
寺
の
住
僧
六
十
餘
歳
の
彰
某
こ
い
へ
る
者
が
東
方
二
十
餘
里
の
村
庄
に
街
つ

タ
ヅ
画
メ

て
紅
焔
半
天
を
こ
が
す
ご
い
ふ
光
最
を
見
、
翌
日
村
老
を
召
し
て
失
火
の
有
無
を
詞
ね
た
る
に
何
ら
の
異
常
な
く
、
唯
壁
含
下
の
娘
婦
が

ソ
コ

ー
兒
子
を
生
ん
だ
の
み
こ
い
ふ
こ
ざ
で
あ
っ
た
。
価
で
錠
て
概
氣
の
術
に
長
じ
た
此
の
老
僻
は
そ
の
生
兒
を
徒
弟
Ｅ
し
て
收
養
せ
ん
こ
こ

を
乞
ひ
、
十
歳
の
時
、
途
に
之
を
入
門
せ
し
め
て
佛
迩
を
修
行
せ
し
め
た
が
、
此
の
子
は
少
時
よ
り
能
く
吉
凶
帆
耐
を
預
言
し
、
叉
南
泉

山
下
の
測
泉
を
酌
み
て
能
く
百
病
を
治
療
す
る
ざ
い
ふ
の
で
迷
近
の
憩
民
は
翁
然
さ
し
て
之
に
川
事
し
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
周
子
旺

を
首
領
ざ
す
る
至
元
四
年
の
衰
州
彌
勒
教
匪
の
叛
乱
も
震
は
此
の
彰
和
尚
の
方
寸
か
ら
起
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
彼
が
准
西
に
奔
蹴
し

た
後
も
妖
術
を
以
て
其
地
の
怨
雌
を
諦
惑
し
仁
爲
め
に
、
官
憲
の
雌
蕊
な
る
追
抽
に
も
か
比
は
ら
す
、
そ
の
信
徒
・
民
衆
が
之
を
庇
護
し

て
途
に
抽
獲
を
苑
か
れ
に
ご
い
ふ
事
で
あ
る
。
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ご

あ

る

丈

に

曲

て

明

か

だ

が

、

此

時

、

河

北

省

蘂

城

縣

の

白

蓮

教

主

韓

山

童

の

教

を

奉

ず

る

劉

耐

通

・

杜

通

道

等

の

徒

が

頴

州

（

安

徽

早

陽
）
に
披
て
叛
起
し
に
の
が
汝
頴
派
紅
軍
の
起
源
で
、
之
が
白
韮
教
系
の
紅
軍
の
本
幹
を
癒
す
も
の
で
あ
る
．
庚
巾
外
史
は
此
の
派
の
紅

、
軍
を
頴
上
派
こ
し
て
ゐ
る
が
、
余
は
初
期
の
地
盤
關
係
に
基
い
て
之
を
汝
頴
派
ご
呼
ぶ
こ
こ
に
す
る
．

既
に
前
描
元
史
の
本
文
に
見
え
る
如
く
、
始
め
劉
祇
迩
等
の
向
蓮
教
徒
は
共
の
教
主
韓
山
童
を
奉
戴
し
て
各
地
の
同
志
が
一
難
に
叛
乱

を
作
さ
ん
ざ
計
霊
し
て
ゐ
た
が
、
不
幸
彼
等
の
豫
期
に
反
し
て
未
然
に
そ
の
陰
謀
が
發
髭
し
た
の
で
、
流
通
等
は
山
竃
こ
の
連
絲
も
充
分

取
れ
な
い
中
に
、
至
正
十
一
年
（
西
紀
一
三
五
一
）
．
五
月
遼
か
に
頴
州
に
擁
て
叛
起
し
た
が
、
一
方
韓
山
童
は
官
兵
に
描
へ
ら
れ
、
共
の

宋
元
昨
代
の
紅
巾
亜
と
元
末
の
彌
勒
・
白
蓮
歎
匪
に
就
い
て
一
四
六

に
振
っ
て
宗
教
的
軍
事
國
家
の
態
勢
造
維
持
し
た
此
の
派
の
紅
巾
教
匪
の
偉
大
な
る
勢
力
は
元
末
の
革
命
史
上
決
し
て
輕
共
に
禰
過
す
る

こ
さ
の
旧
来
な
い
も
の
で
あ
る
。

此
の
派
の
紅
軍
の
起
源
に
つ
い
て
は
元
史
順
帝
紀
に
、

至
正
十
一
年
五
月
辛
亥
．
頴
州
妖
人
劉
祇
迩
爲
レ
剛
．
以
二
紅
巾
一
鰯
し
號
・
階
二
頴
州
廻
初
蕊
城
人
韓
山
童
祗
父
．
以
二
、
韮
會
至
焼
香

惑
レ
衆
。
謡
一
一
徒
脹
平
永
年
縣
毛
至
二
山
近
一
偶
言
。
『
天
下
大
飢
。
彌
勒
佛
下
生
。
』
河
南
及
江
准
懸
比
。
梼
蒻
然
信
し
之
。
禰
迩
・
杜

通
道
・
雑
文
素
・
盛
文
郁
・
王
頴
忠
・
韓
咬
兒
。
復
妓
二
妖
言
廻
謂
『
山
童
蛮
宋
徽
宗
八
枇
孫
。
幟
し
爲
二
中
國
主
宅
』
禰
迩
等
殺
二
向

ア
ラ
〈
し

馬
黒
牛
圭
琴
二
告
天
地
至
欲
二
岡
起
し
兵
爲
一
レ
飢
・
《
事
墨
、
縣
官
捕
レ
之
念
。
禰
迩
途
反
。
山
逝
就
レ
檎
・
其
妻
楊
氏
。
其
子
韓
林
兒
。

馬
黒
牛
圭
琴

ユ
ク

逃
之
二
武
安
↓

○
白
蓮
教
系
の
紅
軍

１

〃

’

ｌ

ｌ

、

’
ノ



グ
＠

h

妻
子
楊
氏
韓
林
兒
等
は
危
く
身
一
笹
肱
し
て
武
安
（
山
中
）
に
匿
れ
た
の
ｒ
の
る
。
併
な
が
ら
此
の
母
子
は
其
の
後
至
正
十
五
年
（
西
紀
一

ヤ
ウ
〈
ク

三
五
五
）
二
月
に
反
っ
て
劉
祁
迩
等
に
山
て
江
蘇
鰯
山
縣
附
近
の
來
河
鋲
か
ら
安
徽
の
毫
州
（
老
縣
）
に
迎
二
八
取
ら
れ
、
此
地
に
擦
っ
て

帝
位
に
即
き
、
國
號
を
宋
、
年
號
を
詑
鳳
ざ
稲
し
婿
之
か
ら
以
後
、
此
の
派
の
紅
軍
は
名
蛮
共
に
白
蓮
教
系
教
匪
軍
の
大
宗
本
幹
こ
し

て
天
下
の
Ｍ
志
に
號
令
す
る
や
う
に
な
つ
増
汝
願
派
の
紅
軍
が
が
氏
る
弧
大
な
威
望
を
得
る
に
至
っ
た
所
以
は
鋪
一
に
元
末
の
紅
巾
教

匪
の
大
乱
に
術
っ
て
最
先
頭
を
切
っ
て
大
事
を
畢
げ
に
こ
こ
に
も
因
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
更
に
亜
大
な
原
刷
は
永
年
に
亙
っ
て
扶
殖
し
に

河
南
・
江
准
間
に
於
け
る
向
蓮
教
禽
の
牢
乎
た
る
地
盤
ご
勢
力
こ
を
巧
に
利
川
し
た
こ
ざ
に
あ
る
ら
し
い
。

從
て
此
鹿
で
余
は
姑
く
蕊
城
韓
家
の
向
韮
教
會
の
發
展
に
つ
い
て
一
雌
考
え
て
兄
る
こ
さ
上
す
る
。

此
の
教
會
の
起
源
に
つ
い
て
最
も
要
領
を
得
た
記
述
は
本
域
の
初
に
提
げ
た
元
史
（
順
帝
紀
）
の
丈
再
明
史
（
韓
林
兒
傳
）
も
大
鵠

之
を
踏
襲
し
て
を
る
。
併
乍
ら
元
史
の
此
の
丈
は
恐
ら
く
樅
衡
の
庚
巾
外
史
の
記
事
な
ぎ
幸
笹
参
考
敷
術
し
に
も
の
さ
恕
は
る
上
か
ら
、
此

に
参
考
の
鰯
め
に
炭
巾
外
史
の
文
を
掲
げ
る
。
即
ち
、

（
至
正
十
一
年
）
五
月
．
穎
川
頴
上
紅
軍
起
．
號
爲
二
芥
軍
↓
蓋
以
三
焼
し
呑
澱
二
蠅
勒
佛
圭
得
二
此
名
一
也
．
其
始
川
二
超
州
蕊
城
縣
．
韓

寸
ヨ
ピ

學
究
家
至
己
而
河
惟
褒
陳
之
雌
。
翁
然
從
し
之
。
故
荊
・
襄
・
漢
・
許
・
汝
・
山
東
・
豊
・
油
。
以
及
剛
准
紅
車
拷
起
唯
し
之
。
（
庚

學
究
家
宅

琶
云
ふ
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
楮
、
之
等
の
史
料
に
依
て
蕊
城
韓
家
の
向
韮
教
會
の
發
展
を
通
観
す
る
こ
つ
順
帝
至
正
十
一
年
剛
を
作
さ
ん

ざ
し
に
稗
川
重
の
向
韮
教
會
は
少
く
さ
も
其
の
祀
父
韓
某
の
時
代
か
ら
傳
來
せ
る
も
の
で
、
撚
某
は
常
時
既
に
焼
呑
惑
衆
の
罪
に
坐
し
て

河
北
の
氷
年
縣
に
流
諦
せ
ら
れ
、
共
の
時
已
に
そ
の
教
會
は
禁
止
の
随
に
辿
っ
た
筈
で
あ
る
．
然
る
に
至
正
十
一
年
劉
肺
辿
等
が
願
州
に

宋
元
昨
代
の
紅
巾
率
と
元
末
の
蝿
勒
・
白
蓮
敏
匪
に
就
い
て
一
四
七

巾
外
史
）
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I

宋
元
呼
代
の
紅
巾
軍
と
元
末
の
彌
勒
・
白
蓮
致
匪
に
就
い
て
一
四
八

擁
て
叛
起
し
た
際
、
河
南
・
江
・
准
か
ら
襄
・
峡
各
地
に
至
る
ま
で
そ
の
教
塒
が
翁
然
之
に
郷
雁
し
た
ご
い
ふ
前
記
の
文
献
に
照
す
ざ
蕊
城

の
向
蓮
教
會
は
韓
山
童
の
岨
父
韓
某
以
來
諺
之
等
各
地
で
、
群
行
的
に
官
悲
の
眼
を
掠
め
て
布
教
宣
傳
を
繼
練
し
て
ゐ
仁
も
の
ご
兄
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
庚
叩
外
史
に
蕊
城
縣
の
雑
學
究
ご
あ
る
は
山
並
本
・
身
を
指
す
の
か
或
は
其
の
池
父
韓
某
を
指
す
の
か
粘
兵
明
瞭
を

○
Ｏ
○
○

ピ
ン

峡
ぐ
が
學
究
の
語
は
元
来
唐
代
取
士
の
科
目
の
一
た
る
、
一
經
専
間
の
應
試
の
書
生
を
指
せ
る
も
の
で
、
河
肋
悉
は
其
の
新
元
史
（
韓
林

兒
）
に
於
て
『
山
童
嘗
爲
二
童
子
師
至
人
孵
爲
二
韓
學
究
宅
』
さ
云
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
姑
く
之
に
從
て
余
は
之
を
稗
山
並
そ
の
人
を
祀
倣
し

て
お
く
。
い
づ
れ
に
し
て
も
蕊
城
の
白
蓮
教
會
は
少
く
さ
も
山
童
の
偶
飢
儲
時
（
至
正
十
一
年
）
を
遡
る
こ
さ
約
三
、
四
十
年
以
前
か
ら

傅
來
し
た
も
の
で
、
そ
の
地
盤
・
根
抵
は
触
る
牢
乎
不
抜
の
も
の
琶
見
ね
ば
な
る
ま
い
。
河
鋤
悪
は
岡
書
に
於
て
、
韓
林
兒
の
嫌
災
を
以

て
『
永
年
人
、
其
光
本
藥
城
人
』
ご
せ
る
は
そ
の
曾
岨
が
灰
平
永
年
縣
に
諦
徒
さ
れ
た
鮎
か
ら
推
定
し
た
結
果
で
あ
ら
う
。
此
の
向
韮
教

會
の
組
織
機
織
等
に
至
っ
て
は
今
日
徴
検
す
べ
き
登
料
は
な
い
が
、
此
の
派
の
末
流
己
目
す
べ
き
明
末
天
啓
時
代
（
西
紀
一
六
一
二
ド
ニ
〃

七
）
に
河
北
省
藻
河
下
流
域
の
諜
州
に
擦
っ
た
王
森
等
一
派
の
白
蓮
教
會
に
つ
い
て
、
明
の
黄
尊
素
（
読
略
）
が
説
く
虚
を
見
れ
ば
略
盈

そ
の
一
班
が
推
測
せ
ら
る
る
。
即
ち
之
に
依
る
直
、

○
○
○
○

○
０
０
Ｏ

（
王
）
森
依
二
其
術
聖
‐
創
二
爲
向
蓮
教
聿
自
孵
二
間
香
教
主
至
立
二
大
小
傳
頭
・
含
首
名
色
至
此
牽
彼
引
．
雲
合
響
應
．
頂
祇
師
命
。
変

０
○
○

延
偏
二
子
京
束
・
京
四
・
山
東
・
河
南
・
山
・
陳
・
囚
川
六
省
廻
不
レ
下
二
二
百
蕗
人
聿
森
移
二
住
（
自
薊
縣
）
溌
州
荷
佛
庄
聖
其
徒
兄

○
○

○
○

○
○

０
Ｏ

者
。
倶
稲
二
朝
貢
一
各
欽
二
穣
香
銭
聿
絲
繩
鮮
途
．
或
盛
停
二
別
所
望
以
待
二
支
川
宅
省
直
府
縣
。
各
設
二
公
所
望
使
二
傳
頭
者
。
守
一
し
之
。

置
二
竹
銭
・
飛
篝
・
印
烙
三
王
字
號
望
凡
有
二
風
信
圭
噸
刻
可
レ
傳
二
千
里
宅
扱
二
合
偲
言
読
説
奎
刊
二
作
經
文
聿
分
二
授
徒
衆
至
．

○
○
○

○
○
。

ご
あ
る
が
、
此
の
中
特
に
注
意
す
べ
き
は
聞
呑
教
だ
ご
迩
石
佛
庄
等
の
文
字
で
あ
る
。
韓
山
童
の
白
蓮
教
系
の
紅
巾
は
一
に
秀
軍
琶
呼

ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

０

！

Ｉ
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０
０

０
○
○

．
ば
れ
、
そ
れ
は
『
焼
香
禮
彌
勒
佛
』
か
ら
名
を
得
た
も
の
ど
さ
れ
て
ゐ
る
が
此
の
呑
軍
琶
王
森
派
の
白
蓮
教
匪
の
間
香
教
さ
は
何
ら
か
の

傅
統
・
脈
絡
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
叉
布
佛
庄
の
文
字
も
其
の
地
名
に
因
め
る
著
名
の
石
佛
が
存
在
し
た
満
め
に
起
っ
た
庄
名

で
あ
ら
う
が
、
之
も
韓
山
童
等
の
白
蓮
教
琶
全
然
因
継
が
な
く
は
な
い
。
葉
子
奇
の
草
木
子
に
擦
る
Ｅ
元
末
参
議
の
震
科
が
南
決
の
河
道

・
を
閃
の
故
遊
に
開
鑿
す
－
べ
く
、
黄
河
沿
岸
の
丁
夫
二
十
六
曲
餘
人
を
發
し
て
鮒
河
の
大
工
事
を
や
っ
た
際
、
挑
河
工
夫
の
怨
望
や
民
心
の

し
イ
ブ

不
安
動
揺
に
乘
じ
天
下
の
大
飢
を
鼓
煽
せ
ん
が
爲
め
に
韓
山
童
等
は
詐
術
を
挾
み
て
、
陰
か
に
一
隻
眼
の
石
人
を
作
り
其
の
背
に
『
莫
レ
道

ヱ

石
人
一
隻
眼
。
此
物
一
出
。
天
下
反
』
芭
錨
り
刻
ん
で
豫
め
柑
開
の
河
逝
に
埋
め
、
之
に
因
て
途
に
飢
階
を
作
っ
た
琶
傳
へ
て
ゐ
る
が
、

之
等
の
石
人
、
石
佛
は
必
ず
し
も
白
蓮
教
會
芭
偶
然
の
縁
故
で
は
な
い
や
う
で
あ
る
。
又
黄
尊
素
（
読
略
）
に
よ
る
ざ
、
王
森
が
焼
香
惑

○
○
○

衆
の
罪
に
坐
し
て
藻
州
で
執
へ
ら
れ
た
時
に
、
京
師
の
量
親
、
永
年
伯
に
投
じ
て
そ
の
族
を
假
冒
し
て
罪
を
兎
か
れ
に
ご
あ
る
が
、
河
北

の
永
年
縣
は
曾
て
韓
山
童
の
郷
賀
ご
な
っ
た
地
で
あ
る
こ
さ
な
ざ
を
想
起
す
る
ご
多
少
牽
弧
の
嫌
は
あ
る
が
王
森
派
の
向
蓮
教
會
は
韓
山

童
等
の
流
れ
を
酌
む
も
の
ど
考
え
ら
れ
な
い
こ
こ
は
な
い
。
從
て
時
代
の
商
下
に
因
る
差
異
は
別
こ
し
て
も
王
森
派
の
内
韮
教
含
の
組
織

機
榊
に
由
っ
て
韓
山
童
等
の
そ
れ
を
推
測
す
る
こ
ざ
は
必
ず
し
も
誰
妄
の
見
解
で
は
な
い
。
恐
ら
く
山
童
發
飢
梢
時
の
簗
城
派
の
向
韮
教

徒
の
勢
力
も
黄
尊
素
の
記
事
に
兄
ゆ
る
王
森
派
の
そ
れ
ど
大
な
る
職
裸
は
無
か
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

以
上
に
依
て
余
は
大
磯
、
元
末
蕊
城
派
の
尚
韮
教
含
發
展
の
概
略
を
述
べ
た
か
ら
、
次
に
は
此
の
派
の
活
動
及
び
そ
の
消
長
の
一
般
を

紹
介
し
て
此
の
域
を
閉
ぢ
る
・

劉
脈
迦
等
の
汝
頴
派
紅
巾
軍
は
至
正
十
五
年
初
頭
韓
林
兇
（
小
明
王
）
を
毫
州
に
迎
立
し
に
こ
・
己
は
既
に
述
・
ぺ
だ
が
、
糊
時
彼
等
は
林
兒

一
笹
皇
帝
に
、
そ
の
母
楊
氏
今
笹
皇
太
后
に
戴
き
、
杜
通
道
・
朧
丈
郁
を
左
右
丞
机
唱
劉
耐
迩
・
雑
文
素
を
平
章
に
、
禰
通
の
弟
劉
六
を
知

宋
元
昨
代
の
紅
巾
雌
と
元
末
の
彌
勒
・
白
韮
教
匪
に
就
い
て
一
四
九
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か
比
る
中
に
、
禰
迦
等
の
紅
軍
は
北
進
し
て
一
時
沐
梁
を
陥
れ
た
が
、
間
も
な
く
至
正
十
五
年
冬
、
元
塒
答
失
八
都
稗
の
鰯
め
に
之
を

奪
還
せ
ら
れ
し
の
み
な
ら
ず
、
引
つ
画
い
て
太
康
を
陥
れ
ら
れ
、
國
都
毫
が
囲
ま
れ
た
の
で
劉
緬
通
は
之
を
放
棄
し
、
小
明
王
を
奉
じ
て

安
豊
に
遁
げ
靖
沐
梁
は
此
の
後
数
糞
汝
頴
軍
這
元
兵
ど
の
乖
奪
の
硬
さ
な
っ
た
が
、
至
正
十
八
年
五
月
禰
通
は
三
度
之
を
陥
れ
て
安
豊

よ
り
小
明
王
を
迎
・
一
丸
に
。
然
る
翌
年
八
月
再
び
元
將
察
竿
帖
木
兒
の
爲
め
に
回
復
さ
れ
て
復
麦
安
豊
に
渋
奔
し
嘱
爾
來
劉
耐
迩
等
汝
顕

開
）
に
奔
っ
て
郭
子
典
の
准
南
軍
に
合
し
た
。

榧
糯
院
事
に
夫
凌
任
命
し
、
之
等
は
各
黙
そ
の
子
を
遼
し
て
小
明
王
に
入
侍
せ
し
め
、
叉
河
南
鹿
邑
の
宋
の
太
清
宮
の
工
材
を
取
っ
て
毫

都
に
宮
閥
を
築
い
た
．
柑
右
丞
机
ご
な
っ
た
杜
迩
逝
は
小
明
王
の
慌
任
も
鮪
く
、
從
て
奄
都
の
椛
力
は
多
く
此
の
手
に
蹄
し
て
ゐ
た
ら
し

い
・
彼
は
本
来
元
の
國
子
學
生
ご
し
て
、
知
枢
密
院
事
賜
札
兒
台
に
上
沓
し
て
、
武
畢
を
州
い
て
天
下
智
謀
勇
略
の
士
を
網
雑
せ
ん
こ
こ

を
献
言
し
、
そ
の
帰
任
を
得
て
椹
将
院
の
橡
史
に
採
川
さ
れ
た
官
歴
を
有
す
る
蕪
巾
の
イ
ン
テ
リ
に
脇
し
て
最
も
材
幹
機
略
に
耐
で
ゐ
に
。

ソ
コ価

で
劉
肺
通
等
ご
椛
力
子
の
隙
を
生
じ
遂
に
此
の
鰯
め
に
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
之
か
ら
禰
迦
が
丞
相
・
大
保
ご
し
て
毫
都
の
政
・
軍
剛

椛
産
統
べ
天
下
の
紅
車
に
號
令
す
る
や
う
に
な
っ
た
．

斯
く
て
其
の
唯
下
の
諸
軍
に
命
じ
分
逆
攻
略
の
策
を
立
て
本
文
の
初
に
掲
げ
に
紅
巾
一
礎
表
に
示
し
た
如
く
李
武
・
椹
徳
・
李
奔
だ
。

白
不
偏
・
大
刀
数
等
を
峡
・
廿
方
面
に
、
關
先
生
・
沙
劉
二
・
破
頭
濡
等
を
翼
・
晋
・
熱
・
察
・
遼
東
・
高
腿
方
面
に
、
毛
蛍
母
田
豊
・

王
土
誠
等
を
山
東
・
河
北
に
、
郭
子
典
・
彰
早
住
・
趙
均
川
等
を
准
南
に
、
郭
天
救
・
張
天
祓
・
朱
元
璋
等
を
江
准
各
地
に
、
夫
糞
經
略

の
手
を
伸
ば
さ
し
め
た
．
一
方
、
至
正
十
一
年
劉
耐
通
等
の
汝
頴
軍
に
禅
唯
し
て
徐
州
に
擦
っ
て
叛
起
し
た
芝
肺
李
等
の
紅
軍
は
翌
年
九

ト
ケ
ト

月
元
の
丞
祁
脱
友
の
鰯
め
に
脆
く
も
敗
ら
れ
て
城
陥
り
、
芝
肺
李
は
檎
斬
せ
ら
れ
、
そ
の
徒
彰
大
（
父
子
）
、
趙
均
用
等
は
濠
州
（
臨
准

宋
元
昨
代
の
紅
巾
軍
と
元
末
の
彌
勒
・
白
蓮
敬
擁
に
就
い
て

一
五
○

■

’
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紅
車
の
本
擴
は
引
つ
画
き
安
盤
に
あ
り
、
座
下
の
諸
將
が
各
地
で
活
躍
せ
る
に
も
係
ら
電
安
豊
の
汝
頴
軍
は
殆
ざ
目
斑
し
き
活
動
を
見

せ
ず
、
遂
に
至
正
一
千
三
年
二
月
蘇
州
に
擦
れ
る
張
士
誠
の
部
孵
呂
珍
の
魚
め
に
安
豊
を
陥
れ
ら
れ
、
明
測
朱
元
璋
の
救
援
を
受
け
劉
鵬

通
等
は
小
明
王
を
奉
じ
て
溌
州
（
溌
縣
）
に
遁
走
し
た
。
其
の
後
朱
元
琿
は
斬
黄
派
の
陳
友
諒
今
笹
什
し
て
湖
庚
・
江
西
・
安
徽
を
取
り
、

蘇
州
の
張
士
誠
を
檎
し
て
江
東
・
湖
間
各
地
笹
領
有
し
て
一
統
の
羽
翼
漸
く
成
る
に
及
び
、
・
至
正
二
十
六
年
末
部
下
の
荊
塵
永
忠
に
命
じ

て
小
明
王
・
劉
耐
通
等
を
金
陵
（
南
京
）
に
迎
え
し
め
た
が
、
塵
氷
忠
等
は
途
中
之
を
瓜
歩
の
渡
で
溺
殺
し
て
し
ま
つ
婿
此
の
年
迄
朱

元
球
は
小
明
王
の
龍
鳳
の
年
號
を
肘
ゐ
、
そ
の
紘
任
を
も
受
け
て
表
面
上
汝
願
派
紅
軍
の
睦
下
に
脇
し
て
ゐ
た
が
、
此
に
至
っ
て
朱
元
璋

は
名
蛮
共
に
新
興
王
朝
の
元
首
さ
し
て
天
下
の
雌
心
を
收
続
し
て
北
伐
を
完
成
し
一
統
の
大
業
を
完
成
せ
ん
が
鰯
め
に
、
永
忠
等
に
内
命

を
街
め
て
、
小
明
王
琶
そ
の
大
保
劉
耐
迩
等
を
瓜
歩
に
沈
め
て
し
ま
つ
仁
も
の
ざ
見
え
る
。
明
肌
朱
元
璋
の
陰
嶮
狡
狗
な
る
政
策
や
そ
の

惨
曜
不
忍
の
性
格
な
ざ
に
つ
い
て
は
次
號
に
於
て
詳
し
く
論
述
す
る
で
あ
ら
う
。

い
づ
れ
に
し
て
も
簗
城
派
の
向
蓮
教
會
を
中
心
こ
せ
る
元
末
の
紅
巾
教
匪
の
本
宗
た
る
汝
頴
派
は
か
く
の
如
く
に
し
て
没
落
し
経
ｂ
、

爾
来
此
の
派
の
白
韮
教
會
は
そ
の
河
志
の
一
人
た
る
朱
元
琿
の
建
設
し
た
明
朝
の
、
歴
代
帝
王
に
依
っ
て
異
端
宗
門
Ｅ
し
て
異
術
の
押
座

辿
審
を
受
け
な
が
ら
、
経
に
浦
代
ま
で
そ
の
仰
熾
を
持
統
し
て
歴
朝
統
治
の
一
大
蛎
和
ご
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ｊ
■
９
？

汝
願
派
紅
巾
の
枝
隊
中
、
特
に
注
目
に
他
す
る
も
の
は
朱
元
璋
等
の
江
惟
車
で
あ
る
が
、
之
に
開
し
て
は
次
號
に
述
べ
る
こ
ご
出
し
、

そ
の
他
の
新
に
つ
い
て
特
に
注
意
す
べ
き
は
山
東
毛
蛍
軍
己
、
遼
火
・
尚
腿
に
催
入
し
た
關
先
生
等
の
紅
車
琶
で
あ
る
。
幟
時
の
紅
雅
經

略
の
特
暹
ご
し
て
は
概
ね
劫
掠
焚
陥
を
主
こ
す
る
破
壊
的
な
方
面
の
み
多
く
、
攻
略
せ
る
城
池
那
凸
に
建
設
的
な
施
設
を
行
ふ
こ
さ
な
ざ

は
殆
ご
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
猫
、
山
東
の
紅
巾
毛
批
に
至
っ
て
は
他
己
熱
を
異
に
し
、
山
來
の
濟
南
に
擁
て
孜
典
院
を
立

宋
元
時
代
の
紅
巾
耶
と
元
末
の
彌
勒
・
白
蓮
教
脈
に
就
い
て
一
五
一

h
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膜
糊
さ
し
て
そ
の
庭
相
を
柿
捉
し
難
い
．

宋
元
時
代
の
紅
巾
軍
と
元
末
の
彌
勒
・
白
韮
致
匪
に
就
い
て
一
五
二

て
、
故
官
を
選
川
し
て
占
領
地
季
笹
分
守
せ
し
め
、
叉
そ
の
領
内
Ｅ
一
言
六
十
餘
の
屯
田
今
琶
作
っ
て
軍
・
官
・
民
の
食
糀
を
墹
産
・
蓄
秋
し
、

官
民
の
田
は
一
様
に
十
分
の
二
を
徴
税
し
、
海
陸
の
交
通
迩
輪
の
系
統
を
整
備
し
て
非
常
の
愛
に
雁
す
る
な
ぎ
剛
枇
の
唯
念
施
設
ざ
し
て

は
頗
る
見
る
べ
き
統
治
の
成
紐
を
畢
げ
た
が
、
不
幸
に
し
て
共
後
惟
安
か
ら
官
兵
に
逐
は
れ
て
來
奔
投
歸
し
た
徐
准
派
の
紅
車
の
部
將
趙

均
用
等
の
爲
め
に
暗
殺
さ
れ
て
そ
の
雄
岡
も
筌
し
く
中
逆
に
し
て
挫
折
し
た
。
之
琶
は
全
く
別
の
意
味
に
於
て
質
は
あ
る
が
、
次
に
注
意

す
べ
き
は
遼
東
・
高
麗
方
面
に
侵
入
し
た
閥
先
生
・
破
頭
滞
・
沙
劉
二
等
の
紅
単
の
活
動
で
あ
る
。
之
に
開
す
る
元
明
史
料
は
剛
ろ
暖
味

ご
あ
っ
て
、
至
正
十
九
鎧

て
庚
叩
外
史
を
見
る
に
、

。
（
至
正
十
九
年
十
二
月
癸
酉
）
關
先
生
・
破
頭
滞
等
陥
二
上
郡
聖
焚
二
宮
閲
圭
研
七
日
．
韓
略
往
二
遼
陽
↓
逢
至
一
一
高
麗
垂

琶
丈
け
述
べ
て
其
後
の
此
の
紅
軍
の
動
静
を
明
か
に
せ
ず
、
僅
に
至
正
二
十
三
年
三
月
の
條
に
於
て

是
春
、
關
先
生
餘
蕪
。
復
自
二
商
麗
一
遼
．
冠
二
上
郡
や
李
雑
帖
木
兒
峻
降
し
之
。

ご
あ
っ
て
、
至
正
十
九
年
か
ら
二
十
三
年
に
至
る
三
年
有
餘
の
此
派
の
紅
軍
の
活
躍
に
つ
い
て
は
何
ら
の
手
繋
か
り
が
朴
ら
れ
な
い
。

ご
い
ひ
、
更
に
其
翌
年
の
勢
頭
に
於
て

破
頭
播
・
關
先
生
趨
二
廣
寧
（
南
滿
・
洲
北
鎭
壼
焚
二
神
王
宮
府
望
駐
二
軍
遼
陽
聖

元
史
（
順
帝
紀
）
に
は

至
正
十
八
年
（
冬
）
關
先
生
・
沙
劉
二
・
破
頭
滞
等
．
巾
二
大
吋
聖
画
趨
二
上
郡
垂
焚
二
殿
宮
殿
聿
犯
二
虎
武
司
宅
去
二
上
郡
］
二
百
里
．

世
祗
所
し
立
三
十
六
屯
在
し
焉
。

。
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ざ
か
、
或
は
之
に
綾
け
て
、

至
正
二
十
年
五
月
、
破
頭
播
。
關
先
生
・
沙
劉
二
軍
。
入
二
高
麗
王
都
至
高
歴
王
奔
二
耽
雑
聖
共
臣
納
レ
女
講
し
降
・
將
士
皆
以
二
女
子
一

配
。
途
與
二
高
麗
一
如
二
姻
姫
一
往
来
。
商
麗
人
各
職
二
其
馬
林
中
聖
一
夕
傅
一
主
令
垂
除
二
商
麗
詫
吾
者
記
不
レ
殺
・
其
餘
並
殺
し
之
。
沙

・
タ
グ

劉
二
・
關
先
生
皆
死
。
帷
破
頭
滞
・
稗
將
左
李
。
率
二
輕
騎
寓
人
垂
從
二
間
逆
聖
走
二
四
京
（
宣
徳
）
至
降
二
季
雑
聖

琶
云
っ
て
を
る
．
徐
乾
學
の
迩
鑑
後
端
や
畢
玩
の
絨
迩
鑑
な
ぎ
は
、
元
史
に
明
記
せ
る
至
正
十
九
年
十
二
月
、
此
の
紅
車
の
上
郡
焚
陥
後

○
○

○
○

七
日
に
し
て
遼
東
に
侵
入
し
た
記
事
を
誤
っ
て
七
月
に
改
作
し
、
從
っ
て
鮒
先
生
等
の
遼
東
の
使
犯
の
《
ブ
ー
ト
を
至
正
二
十
年
半
ば
ご
見

て
、
關
先
生
・
沙
劉
一
零
＠
両
麗
王
都
の
受
難
・
破
頭
播
稗
將
左
李
等
の
西
京
敗
退
の
時
日
を
至
正
一
千
年
十
二
月
に
か
け
、
銭
縦
益
の

國
初
華
雄
事
略
も
之
に
從
っ
て
ゐ
る
。
然
る
に
何
勧
悪
は
何
に
血
迷
う
て
か
新
元
史
（
韓
林
兒
傅
）
に
於
て
之
を
至
正
十
九
年
に
紫
け
、

關
・
劉
始
め
紅
匪
の
大
部
分
は
坑
殺
さ
れ
て
涯
免
者
。
十
無
二
一
二
一
焉
さ
い
っ
て
ゐ
る
が
誤
謬
ご
誇
張
の
兄
本
で
な
く
ぱ
幸
で
あ
る
。

然
し
此
等
一
聯
の
支
那
史
家
は
憾
ら
く
墜
叩
皿
寵
側
の
史
料
の
参
考
を
忘
れ
て
ゐ
た
。
鄭
麟
趾
の
尚
寵
史
に
擁
る
ご
恭
悪
王
八
年
（
至
正

十
九
年
）
二
月
乙
酉
に
は
之
等
東
北
而
經
略
の
紅
軍
の
飛
椴
が
州
城
の
王
庭
に
傳
逹
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
椴
文
を
兇
る
さ
、

慨
三
念
生
災
。
久
陥
二
於
胡
至
侶
義
畢
兵
。
恢
二
復
中
原
垂
東
瞼
二
齊
稗
↓
西
出
函
泰
型
南
型
間
廠
↓
北
抵
二
幽
燕
聖
悉
拷
欺
附
。
如
下

机
者
之
掛
一
帝
梁
↓
病
考
之
遇
中
藥
布
淨
今
令
下
諸
將
。
厳
二
戒
士
卒
聖
母
上
し
得
し
擾
レ
民
。
雌
之
肺
化
蒋
。
撫
し
之
。
執
し
迷
族
拒
者
。
罪
し

あ
ら
う
。

さ
め
る
。
恐
ら
く
之
は
遼
東
の
逢
境
か
ら
、
小
明
王
の
正
朔
元
號
に
因
て
、
關
先
生
等
が
恭
慾
王
に
送
っ
て
其
の
降
服
を
促
し
た
も
の
で

之
◎

之
に
對
す
る
恭
懲
王
の
因
術
姑
息
の
態
度
か
ら
大
畢
東
伐
の
軍
に
發
展
し
た
ら
し
く
、
同
年
十
一
月
叩
辰
に
は
遼
藩
地
方
の
流

宋
元
時
代
の
紅
巾
軍
と
元
末
の
彌
勒
・
白
蓮
教
睡
に
就
い
て
一
五
三
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斯
の
如
く
關
先
生
・
沙
劉
二
・
破
頭
添
等
の
東
北
面
の
紅
車
の
活
躍
に
つ
い
て
は
、
高
歴
史
に
山
つ

得
る
琶
共
に
、
其
の
興
扣
を
も
把
握
し
符
ら
る
上
の
で
る
（
未
完
）
。

破
頭
播
等
が
前
年
正
月
高
麗
開
城
か
ら
遁
が
れ
て
遼
東
に
師
還
し
仁
も
の
上
一
部
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

宋
元
昨
代
の
紅
巾
軍
と
元
末
の
彌
勒
・
白
韮
敷
唾
に
就
い
て
一
五
四

民
二
千
三
百
餘
戸
ご
供
に
此
の
方
耐
に
移
作
せ
る
多
数
の
商
腿
人
が
紅
車
の
来
襲
に
脅
か
さ
れ
て
鵬
維
江
を
渡
っ
て
半
肪
に
避
難
し
て
を

る
。
之
を
過
足
す
る
か
の
如
く
吋
月
戊
午
に
三
千
徐
の
紅
単
が
鵬
絲
江
を
渡
て
成
北
地
方
を
掠
め
、
十
二
月
に
は
紅
車
の
燗
毛
居
敬
が
四

鱒
の
大
牢
を
率
ゐ
て
義
州
を
陥
れ
、
尋
で
年
末
尚
涯
の
両
京
を
取
り
、
翌
九
年
（
至
正
二
十
年
）
史
に
南
進
し
て
豊
・
安
・
蛍
等
の
諸
州

を
催
し
て
次
節
に
王
都
に
辿
っ
た
が
、
十
年
（
至
正
二
十
一
年
）
冬
十
月
、
遼
東
紅
巾
の
本
隊
、
破
頭
稲
（
本
名
、
滞
誠
）
沙
劉
二
・
關

先
生
等
の
大
牢
が
鵬
維
江
を
渡
っ
て
大
畢
尚
腿
に
佼
入
し
、
其
年
十
一
月
辛
末
途
に
國
都
開
城
を
陥
れ
、
恭
懲
王
以
下
の
王
侯
批
族
等
は

拷
な
耽
雑
に
逃
が
れ
だ
の
で
あ
っ
た
。
高
腿
史
に
擦
る
ご
恭
懲
王
の
匝
惟
が
紅
巾
將
士
を
欺
い
て
納
女
投
降
の
論
策
を
川
ゐ
、
不
窓
に
襲

ふ
て
卵
・
沙
以
下
の
紅
車
幹
部
將
兵
を
梁
殺
し
た
の
は
此
の
翌
十
一
年
（
至
正
二
十
二
年
）
正
月
の
事
で
あ
る
。
さ
れ
ば
元
史
（
順
帝
紀
）

に
至
正
二
十
三
年
奔
開
先
生
等
の
餘
蕪
が
窟
雌
か
ら
引
遼
し
て
上
都
に
冠
し
李
雑
帖
木
児
に
錐
破
さ
蝿

１
１
１

@

グ

’

１
１

』

て
之
に
降
っ
た
Ｅ
稲
す
る
も
の
は

て
の
み
始
め
て
元
史
の
縦
を
袖
ひ
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